
法面緑化工
法

伐採材又は建
設発生土を活
用した法面緑
化工法

【判断の基準】
〇施工現場における伐採材や建設発生土を、当該施工現場におい
て有効利用する工法であること。
ただし、伐採材及び建設発生土を合算した使用量は、現地で添
加する水を除いた生育基盤材料の容積比で70％以上を占めるこ
と。

山留め工法 泥土低減型ソ
イルセメント
柱列壁工法

【判断の基準】
〇セメント系固化剤の一部として泥土を再利用又はセメント系固
化剤の注入量を削減することにより、施工に伴い発生する泥土
が低減できる工法であること。

備考） 本項の判断の基準の対象とする「泥土低減型ソイルセメント柱列壁工法」は、仮設工事に
おいて使用するものとする。

表５【目的物】

品目分類 品 目 名 判 断 の 基 準 等

舗装 排水性舗装 【判断の基準】

〇雨水を道路の路面下に浸透させて排水溝に流出させ、かつ、道
路交通騒音の発生を減少させることができる舗装であること。

備考） 道路交通騒音を減少させる必要がある場合に使用するものとする。

舗装 透水性舗装 【判断の基準】

〇雨水を道路の路床に浸透させることができる舗装であること。

備考） 雨水を道路の路床に浸透させる必要のある歩行者道等の自動車交通がない道路の部分にお
いて使用するものとする。

屋上緑化 屋上緑化 【判断の基準】

{植物の健全な生育及び生育基盤を有するものであること。

|ヒートアイランド現象の緩和等都市環境改善効果を有するもの
であること。

【配慮事項】

{屋上緑化に適した植物を使用するものであること。

|灌水への雨水利用に配慮するとともに、植物の生育基盤の保水
及び排水機能が適切に確保された構造であること。

備考） 建物の屋上等において設置するものとする。
20．役務
20`１ 省エネルギー診断
\ 品目及び判断の基準

省エネルギー診断 【判断の基準】

〇省エネルギー診断の具体的項目に応じて、表１に掲げる技術資格を有す
る者若しくはこれと同等と認められる技能を有する者又はこれらの者を
使用する法人が、他の者の空気調和設備、照明設備、熱源設備、受変電
設備、制御設備及び給排水衛生設備等の稼働状況並びにエネルギー使用
量について調査・分析を行い、それらの結果に基づき、更なるエネルギー
の使用の合理化が図られるべく、設備・機器の導入、改修及び運用改善
について表２の内容を含む提案が行われるものであること。

表１

一級建築士

一級建築施工管理技士

一級電気工事施工管理技士

一級管工事施工管理技士

技術士（建設、電気・電子、機械、衛生工学、環境）

エネルギー管理士（熱、電気）

建築設備士

表２

過去３年間程度のエネルギー消費実績及び光熱水費実績、設備の保有と稼働状況

設備・機器ごとのエネルギー消費量の実績又は推計及び推計根拠

エネルギー消費量に関するベースラインの推定と推定根拠

設備・機器の導入、改修、運用改善に伴う省エネルギー量の推計及び推計根拠

設備・機器の導入、改修、運用改善に伴う必要投資額及びその投資額に関する推定根拠

] 目標の立て方

当該年度に調達する省エネルギー診断の総件数及び対象となりうる施設等の具体的範囲を示す

こととする。

20`２ 印刷

\ 品目及び判断の基準等

印刷 【判断の基準】

＜共通事項＞

{印刷・情報用紙に係る判断の基準（「紙類」参照。）を満たす用紙が使用さ
れていること。ただし、冊子形状のものについては表紙を除くものとし、
紙の原料にバージンパルプが使用される場合にあっては、その原料の原
木は、伐採に当たって、原木の生産された国又は地域における森林に関
する法令に照らして手続が適切になされたものであること。ただし、間
伐材により製造されたバージンパルプ及び合板・製材工場から発生する
端材、林地残材・小径木等の再生資源により製造されたバージンパルプ
には適用しない。

|表１に示されたＢ、Ｃ及びＤランクの紙へのリサイクルにおいて阻害要
因となる材料が使用されていないこと。ただし、印刷物の用途・目的か
ら使用する場合は、使用部位、廃棄又はリサイクル方法を記載すること。

}印刷物へリサイクル適性を表示すること。

~印刷の各工程において、表２に示された環境配慮のための措置が講じら
れていること。
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